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12月度理事会議事録（2025年 12月 9日（火）開催） 

 

１．会長報告（11月 11日（火）～12月 8日（月）出席案件） 

11月 11日（火）アユタヤ銀行・木崎様 帰任のご挨拶 於：本館 

11月 11日（火）日本人会・理事会 於：本館 

11月 11日（火）泰日協会 90周年式典 於：アテネホテル 

11月 13日（木）ICONSIAM へご挨拶 於：ICONSIAM 

11月 20日（木）サイアム髙島屋「THE WAGASHI Japanese Foods, Crafts and IKEBANA」 

      オープニングセレモニー（代理出席：澤田理事） 於：サイアム髙島屋 

11月 21日（金）中国銀行バンコク事務所開設 10周年記念式典 於：ホテルニッコーバンコク 

11月 23日（日）タイ龍馬杯よさこいコンテスト 於：泰日工業大学 

11月 23日（日）ベートーベン「交響曲第 9番」日泰友好合同合唱演奏会 於：King’s collage

ホール 

11月 25日（火）WHITE CANVAS 審査会 於：大使館 

12月 7日（日）ブラスバンドサークルクリスマスコンサート 於：別館 

 

 

２．退任理事 ご挨拶 

河村理事（Hino Motors Sales (Thailand) Ltd.）より退任のご挨拶をいただいた。 

 

 

３．一般報告（事務局） 

(１）11月度個人会員動向 

入会者 104名 退会者 76 名 現会員数 4,632名（内、準会員 29名 会友会員 196名） 

（前年同月 4,845名・前年同月比 95.60％） 

 

（２）11月度賛助会員 

〈入会 4社〉 

  ・Fourdigit (Thailand) Co.,Ltd. 

・Fukumori Dental Clinic Co.,Ltd. 

・Peach Aviation Limited 

・S&P Syndicate Public Company Limited 

〈退会 3社〉 

・NA Bangkok Recruitment Co.,Ltd. 

・Parfun Textile Co.,Ltd. 

・Toraneko Service (Thailand) Co., Ltd. 

現会員数 504社（前年同月 501社・前年同月比 100.59％） 

 

（３）会員優待店 

現在の有効店数 86店舗（前月比＋2店舗） 

【新規 4店舗】 

・Fukumori Dental Clinic 

・TRSC International Eye and Vision Center 

・Patara Fine Thai Cuisine 

・Tinidee Golf Resort Phuket 

【更新 8店舗】 

・Savoey Terminal21 Asok サボイ タイレストラン（ターミナル 21 アソーク店） 
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・Savoey Seafood Co., Sukhumvit26 サボイ シーフード コー（スクンビット 26店） 

・Savoey The Mercury Ville サボイ タイレストラン（ザ マーキュリーヴィレ＠チットロム店） 

・Savoey Tha Maharaj サボイ タイレストラン（ター マハーラート店） 

・Yakiniku Tan 

・Yakiniku Tan & Shabushabu 

・lebua at State Tower 

・Tower Club at lebua 

【脱退 2店舗】 

・やおやのりんご飴 Yaorin 

・Breeze by lebua 

 

（４）11月度会館来訪者数 

 本館：延数 386名（実数 312名） 

 別館：延数 2,232名（実数 714名） 

 合計：延数 2,618名（実数 1,026名） 

（前年同月 延数 2,710名（実数 963名）前年同月比 96.6%（106.5%）） 

 

（５）会館貸出サービス 

・11～1月の法人利用を紹介した。学校の入試、鳥羽市セミナー、よしもとタイ、Fourdigitに予

約を頂いている。 

 

（６）11月度寄贈報告 

・本の寄贈 

加藤朋子様、中塚里美様、木村江理子様、川満富子様、その他 2名より、合計 89冊寄贈頂いた。 

 

（７）11月度会計報告 

・11月度収入は、279万バーツ（前年同月 200万バーツ 前年同月比 139.7％） 

・11月度支出は、228万バーツ（前年同月 234万バーツ 前年同月比 97.4％） 

・単月収支は、51万バーツ（前年同月 -34万バーツ 差額 85万バーツ） 

・累計収支は、71万バーツ（前年同月 206万バーツ 差額 -135万バーツ） 

 

（８）日本人会の主な会議など 

・12月の主な会議日程と各同好会・部会など主な行事日程を確認した。 

 

 

４．後援名義・ロゴ使用申請（事務局） 

（１）事業名：コミュニティ英会話「ウィンタースクール２０２５」 

・開催日 2025年 12月 23 日(火)～27日(土)：英会話短期集中 5日間コース 

12月 27日(土)：1 day activity  

於：コミュニティ英会話の教室およびバンコク郊外の施設 

・主催：Longbranch Co., Ltd. 

・要請事項：広報協力 

→異議なく承認された 

 

（２）事業名：懐かしの会 

・開催日：2026年 1月 22 日(木)、2月 19日(木)、 3月 19日(木)、 4月 23日(木)、 5月 21日

(木)、 6月 18日(木)、 7月 16日(木)、 8月 20日(木)、 9月 17日(木)、 10月 15日(木)、 
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11月 19日(木)、 12月 17日(木) 於：在タイ日本国大使館 

・主催：財団法人こころのでんわ、みんなの相談室、バンコク認知症キャラバンメイトバンコク事

務局 

・要請事項：広報協力 

→異議なく承認された 

 

（３）事業名：バーンロムサイ自立プロジェクト ものづくり事業イベント 

・開催日：2026年 1月 29 日(木)～2月 3日(火) 

於：1012 Soi Sukhumvit 32, Khlong Tan, Khlong Toei,Bangkok 10110 

・主催：特定非営利活動法人バーンロムサイジャパン 

・要請事項：広報協力 

→異議なく承認された。 

 

（４）事業名：TPAタイ語検定試験 

・開催日：第 31回 2026 年  2月 8日(日) 

第 32回 2026年 10月 11日(日) 於：泰日経済技術振興協会付属語学学校 

・主催：泰日経済技術振興協会 

・要請事項：広報協力 

→異議なく承認された。 

 

 

５． 準会員申請 

・陳 右霖 様(台湾出身) 

→異議なく承認された。 

 

 

６． タイ南部 大規模な洪水に対する支援について（チャリティー基金運営委員会・事務局） 

 ・洪水被害の状況 

  11 月より発生しているタイ南部を中心とした洪水では、ソンクラー（ハートヤイ）、スラタニ、

ナコンシータマラート、トラン、パッタルン、サトゥーン、パタニ、ヤラー、ナラティワートの

9 県で被害が続いており、被災世帯数：109万 3723 世帯、被災住民数：275 万 2723 人、死者：

170名（ソンクラー131名、ナコンシータマラート 10名、パタ二 9名、ヤラー5名、サトゥーン

5 名、ナラティワート 4 名、パッタルン 4 名、トラン 2 名）という状況である。（12 月 1 日付 

タイ王国内務省災害防止軽減局より） 

 ・日本人会の支援についての提案 

  チャリティー基金より、洪水支援金として、タイ赤十字社に 10 万バーツの寄付を検討したい。 

チャリティー基金では、毎年一定頻度に発生する自然災害の原資として、年次平均で 10万 B程

度寄付できる原資を確保し、運用している。（10月末現在のチャリティー基金残高 1669万Ｂ） 

参考までに、盤谷日本人商工会議所では、タイ商工会議所を通じて 11月 26日（水）に 20万バ

ーツを寄付しているとのこと。 

 →異議なく承認された。 

 

 

７．2026年度予算方針について（会計部・事務局） 

・予算審議委員会は、2月 27日（金）開催予定の旨、報告した。 
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・2026 年度の基本予算方針案として、会員数は 2025 年度実績ベースとして、収入は 2025 年度実

績見込み並みの 2,400万バーツを確保。支出については、本年度実績見込み程度として 2,700万

バーツを確保する。収支としては、赤字幅は-300 万バーツを目標にする。 

・2017 年度以降収支均衡を目指して様々な改革を行ってきたが、このまま収支均衡に拘っている

と、会員へのサービスが縮小傾向となる。各部には無駄のない支出をお願いし、一方で、会員サ

ービスの充実のための費用については、2025 年度のイベントの効果測定を行ったうえで予算を

確保していく。各部会や同好会の補助金は、無駄のない支出であることを前提として維持する。

全体・支出予算としては、2025年度基本予算より、-10％を目標とする。 

 

８．2026年度チャリティーバザーの開催日について 

 ・2025年 11月 13日（木）ICON SIAMへ、9月のチャリティーバザーの開催御礼と次年度の協力を

お願いするために、島田会長・奥森副会長・村上事務局長にて訪問した。 

ICON SIAM社の Mr. Supoj Chaiwatsirikul（Managing Director）、Mrs. Suma Wongphan（Executive 

Vice President）、Mr. Nuttawut Chaloemwanphen（Head of Business Relations）に対応頂い

た。来年度についても、本年同様の協力が頂ける旨、お話し頂いた。 

 

・上記を踏まえて、下記の通り仮予約している 

9月 18日(金),19日(土),20日(日)：ウェイティングに登録。 

9月 26日(土)午前 5 時以降,27日(日)：仮予約済み（1日開催） 

10月 16日(金),17日(土),18日(日)：仮予約済み（2日開催） 

 →10月 17日（土）・18日（日）開催の方向で進めたい。（前日 16日は準備日） 

  例年 10月は日本人学校でスポーツフェスティバルが開催されているが、日本人学校・藤原校長

へご相談したところ、現状はスポーツフェスティバルの予定と重なっていないとご返答あった。 

 

９．理事・監事選挙に向けて 

 ・2026年度 理事・監事選挙スケジュール概要 

  2025年 11月 11日（金）三役会 選挙管理委員長・副委員長の選出→会長より依頼 

        選挙管理委員長（JETRO 所長）、選挙管理副委員長（JICA 所長） 

  2026年 1月初旬     選挙管理委員長より、選挙管理委員を任命（事務局職員を任命） 

  2026年 1月 10日（土） 会員への告知開始、選挙管理委員長のお名前にて通知         

 2026年 2月 20日（金) 公示日・立候補受付開始日 (総会の 2カ月前） 

  2026年 3月 23日（月） 立候補受付締め切り 理事 22名、監事 2名以内であれば、選挙なし 

           それ以上の候補者の場合は、選挙となる（総会当日に即日開票） 

  2026年 3月 23日（月） 選挙がない場合、当選者確定。会員へ選挙管理委員長のお名前で通知 

  2026年 4月 20日（月）・21日（火）・22日（水） 選挙の場合、3日間不在者投票日 

 2026年４月 23日（木）・投票日（定期総会当日） 定期総会にて当選者発表 

 ・理事・監事選挙に向けて 必要書類 

① 選挙立候補用紙 

② 宣誓書 「理事規範規定」の順守の宣誓を記載したもの 

③ 立候補者略歴（登録用１部・選挙公報掲載用１部）写真添付・捺印又は署名済み 

④ 在タイ日本国大使館が発行する在留届出済証明書（日本国籍者） 

 

①～③は、2月 20日（金）公示日に事務局より配信。④は、現役理事・監事の方は、事務局

より成嶌領事部長経由で確認。前回の選挙後に理事・監事に就任された方で、在留届を提出

していない方には対応をお願いする。（垣内理事・大内理事・田中理事・谷口理事・近藤理

事・服部理事・油井理事・白石監事） 
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 ・【選挙当選後】日本人会理事 行政所轄への申請書類について 

  目的：理事選挙年（2年に 1回）に理事全員の情報を日本人会が登記している行政所轄アンプ―

（Bangrak）に提出義務有 

内容：①氏名 ②年齢 ③最終学歴 ④職業 ⑤会社での役職 ⑥月給額 ⑦ご赴任年月 ⑧

資産（タイの給与口座残高等）⑨サイン 

理事の方 → 左記項目を記入（タイ語）の上、サインをお願いする。 

＊ご担当秘書様がいる場合は直接事務局とやり取りする。秘書がいない場合は必要項目をメー

ルで英語で頂ければ、事務局の方でタイ語訳致し、最後のサインだけ頂く。 

その他、下記の提出をお願いする。 

パスポートコピー（VISA/顔写真のページ）署名、Work Permitコピー（最初と有効期限のペー

ジ）署名、在留届済証明書（事務局より手配） 

⑧の資産の項目も近年はタイ当局より記載を厳しく求められているので、必ずご記載いただく。 

 

 

１０．各部・各委員会報告及び提案等（発表順） 

（１）会報・広報部（井上理事） 

・ワム、タイ自由ランドの無料情報誌 2誌に掲載する広告を紹介した。 

・11 月のホームページアクセス状況は、訪問数 8,498、閲覧数 20,283 で、英検申込日と LINE 配

信日の閲覧数が高くなった。前年同月比は、訪問数 95.0％、閲覧数 96.6％、前月比は、訪問数

94.2％、閲覧数 102.0％であった。タイからの訪問数は 64.3％、日本からは 29.2％。前月と比

較し、タイから 5.6％減少、日本からは 12.5％増加している。日本からの閲覧は、東京、大阪、

神奈川、北海道、愛知の順に訪問があった。 

・LINEは 8回の配信、登録者は前月より 52名増加し、8,935名。（有効者数 4,329名） 

・Facebookは 56回の投稿、登録者は前月より 7名増加し、4,087名。 

・Instagramは 56回の投稿、登録者は前月より 45 名増加し、2,700名。 

・X（旧 Twitter）は 9回投稿し、フォロワーは前月より 5名増加し、1,473 名となっている。 

 

（２）運動部（河村理事） 

・11 月、12 月のヨガ同好会の活動について報告した。11 月 13 日(木)にヨガ同好会が日帰り遠足

を開催した。11月 13日(木)にナコンパトム方面に日帰り遠足を実施し 13 名が参加した。Lemon 

Me Farm Cafeにて、檸檬の香りが漂う素敵な農園の中でのヨガストレッチを実践した。11月 28

日(金)に第 2 回顔ヨガ講習会を別館にて開催し、20 名が参加した。前回に続き、セラピストと

してご活躍の小野由紀子氏をお招きし、首や顔周りのストレッチをご指導いただき、フェイス

ラインや肩こりもスッキリしたというお声をいただいた。12月 4日(木)にも日帰り遠足を行い、

ロッブリ方面に訪れ、22名が参加した。ひまわりとコスモスが同時に咲いている広大な農園で、

伸び伸び心も体も開放して、最高のストレッチと、美味しい空気を吸い込んでの素晴らしい呼

吸法の実践も楽しむことができた。 

 

（３）厚生部（安江理事） 

・11月の出産準備教室＆すくすく会は、いるかの部屋、ひよこの部屋、親子 deリズム運動、助産

師さんの育児相談、うさぎの部屋、プレママクラス、離乳食の会、わんぱく広場「運動会」の 8

イベントを開催。 

・11 月のみんなの相談室は、「タイ再発見！おすすめ観光地を知ろう」を開催し、17 名の方にご

参加いただいた。タイで活躍されているインフルエンサーの nobithailand さんをお招きして、

家族で楽しめるタイ国内の観光地や旅行モデルコースを紹介。小さなお子様のいるご家庭向け

のおすすめコースから、大人、もしくは小学生以上のお子様のいるご家庭向けに地方でみられ
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る絶景ポイントの紹介など、自分では調べにくい「穴場スポット」や「最新情報」に触れる機会

となった。 

・11月のメイド紹介ボランティアは、求職 9人、求人 6人、成立が 4組であった。 

 

（４）文化部（澤田理事） 

・11 月の活動について報告した。11 月 22 日（土）にバイリンガルの子どものための日本語同好

会が見学会を開催、5組が参加し実際の活動の雰囲気を体験していただいた。尚、七五三のお祝

いとして、石井理事より千歳飴を、奥森副会長（サイアム髙島屋）よりお菓子の詰め合わせを同

好会に参加する子どもたちへいただいた。 

11 月 26 日(水)に編み物・手芸の会がチャリティーワークショップを開催し、30 名が参加され

た。初心者の方が多い中、参加者全員が２色使いのグラニースクエアを作り上げることがでた。

ワークショップ終了後には半数以上の方から入部のお申し込みを頂いた。 

 ・12 月の活動予定について報告した。12 月 14 日(日)にクルンテープかるた会がかるた大会をシ

ーナカリン・ウィロート大学にて開催する。 

・クルンテープ写真倶楽部 交通事故の件を報告した。 

 事故にあわれた方とご家族にお見舞い申し上げる。11 月 30 日(日)の 14 時半ごろ、ロッブリへ

の撮影会（9名参加）の帰り道で、バン１台(写真倶楽部がレンタル)・セダン１台・ピックアッ

プ１台、バイク１台が絡む事故になった。参加者全員が負傷し 5名が入院となった。特に、1名

の方は、現在も意識不明の重体で集中治療室に入院し、日本からご家族もいらしている。近々に

小旅行を予定している同好会には、参加者名簿、緊急連絡先の共有、保険の確認をして頂くよう

依頼した。 

  【負傷の状況（12月 8 日時点）】 

   骨折等の重症で現在も入院中：2 名（うち 1 名は脂肪塞栓症と診断され集中治療室で治療中） 

   骨折、傷、打撲等で入院後、退院：3名 

   骨折、捻挫、打撲等で通院：4名 

    

   

 （事務局より） 

  参加者の緊急連絡先を同好会内で事前に共有していなかったために、ご家族への連絡が遅くな

った方がいた。最終的には大使館を通じて日本のご家族に連絡がついた。近々に小旅行を予定

している同好会に、緊急連絡先について同好会内で共有するようにお伝えした。また、一部の

同好会では事務局にも緊急連絡先を共有頂いた。 

 

（５）大使館代表（成嶌領事部長） 

 ・タイ、カンボジア国境紛争について情報共有 

  7 月 24 日に軍事衝突が発生し、7 月 28 日に停戦合意が成立。アメリカとマレーシア仲立ちの 

もと 10月 26日に和平合意を締結し、その後小康状態となる。12 月 7 日より軍事衝突が再び発

生。カンボジアからはロケット弾の砲撃、タイからは戦闘機による空爆が行われた。カンボジア

国境周辺のシーサケート、スリン、ブリーラム、ウボンラーチャターニーの各県に避難指示が出

された。その後、サケオ県、トラート県の国境地帯にも追加で避難指示が出された。チャンタブ

リー県にも近々避難指示が出されるのではないかと思われる。日本外務省からもカンボジア国

境から 50km圏内への渡航中止勧告(レベル 3)が出されている。 

 ・年末年始に一時帰国等する場合はパスポートを無くしたり、盗難にあったりしないようにして

ほしい。紛失した場合は再発行に 1 か月ほどかかる。大使館で緊急旅券を発行するころもでき

るが、ICチップが付随していないため、国によっては入国を断られる場合がある。大使館は 12

月 27 日～1 月 5 日は人道上の問題を除いて対応ができないため注意してほしい。旅行者がパス
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ポートの盗難にあうケースがよくある。リュックに入れてあるものを盗られるパターンが多い。 

 

（６）事業部（日髙理事） 

・杉本師の到着の件について報告した。 

  -11 月 17 日（月）高野山真言宗金剛峯寺にて辞令式。今川宗務総長ら本山役員の方々が出席の

中、桐生教学部長より杉本師に辞令が伝達された。（留学僧会から河野副会長・日本人会から、

石井理事・村上事務局長が参列） 

-11月 19日（水）深夜：村上事務局長と共にバンコク到着（ホテル泊） 

-11月 20日（木）午前：懇和会有志による杉本師歓迎の昼食会開催 

           夕刻：杉本師、ワットリップ・ジャムロン師に到着の挨拶（石井理事・村上

事務局長・佐藤職員・ビーナス職員同席） 

-11月 21日（金）納骨堂・僧房（弘法苑）での滞在を開始 

・今後の予定について報告した。 

  -杉本師得度式 12月 12日（金）8時 30分～12 時（８時に集合）＠ワットリアップ 

-タイ国開教留学僧の会 日本人納骨堂建立 90周年記念法要 12月 13日（土）10時～12時 ＠

日本人納骨堂（ワットリアップ） 

-12 月 12 日（金）～16 日（火）の日程でタイ国開教留学僧の会が来タイ。1978 年 11 月に第一

回を実施、約３年おきに結成 今回が 16回目となる。 

-12 月 12 日（金）夕刻より、ロイヤル・オーキッド・シェラトンにて結団式（島田会長夫妻・

奥森副会長・石井理事・小野名誉会員夫妻・日髙名誉会員夫妻・神原懇和会会長・川満懇和会

副会長・事務局・村上・佐藤出席予定） 

 

（７）青少年部（日髙理事） 

・11 月の活動について報告した。8 サークルが通常活動を行った。バスケットボールサークルが

11 月 15 日(土)と 30 日(日)に練習試合を行った。30 日の試合では「ボーラーズ」と対戦し 61-

40で見事勝利した。今回の試合では、パスがよく繋がりリバウンドにも全員が果敢に飛び込み、

これまで積み重ねてきた練習の成果が随所に現れた。チーム全体として一段階ステップアップ

したことが感じられる、とても価値のあるゲームであった。 

・12月の活動予定について報告した。12月 6日(土)と 20日(土)バスケットボールサークルが Bpro 

Onnutにて練習試合を行う予定。 

・12月 7日(日)にはブラスバンドのクリスマスコンサートが行われた。部員が 20名以上いてとて

も増えていて驚いた。行って音楽を聴けて良かった。 

 

（８）食堂運営委員会（石井理事） 

 ・食堂拡張工事について、来月の理事会までには業者の方と詳細を詰めるようにする。 

 

（９）学校代表（藤原校長） 

 ・生徒の工場見学で多くの企業にお世話になっていてありがたい。また、オンラインのダンス大

会である、「ダンスふれあいコンクール全国大会」に今年も出場することとなった。ダンスの動

画を送って審査をしてもらうもの、12月 26日(金)に実施される。12月 26日(金)に 2学期が終

了し、1月 7日(水)に 3学期が始業となる。 

 

（１０）JICA代表（作道所長） 

 ・タイ南部洪水支援として、12 月 2 日(火)に大鷹大使とともに日本からの緊急支援物資の受け渡

しを行った。海外からの支援では最も早いものであり、日タイの 30以上のメディアで取り上げ

ていただいた。日本人会からの寄付金も一緒に渡せたら、タイの方にも知っていただけてよい
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かと思ったが、理事会承認も必要なのでタイミングが合わないかもしれない。 

 

（１１）国際交流基金代表（栗山代表） 

 ・洪水被害を受けたタイ南部地域で日本語教育をやっている高校、中学校に対して、教科書が被

災した場合は寄贈するという呼びかけをした。回答をいただいた学校には順次寄贈をしている。 

 

（１２）教育部（事務局） 

 ・2025年度第 3回英検の申込状況について報告した。※カッコ内は前回の人数 

2級：78名（95）、準 2級プラス：21名（16）、準 2級：84名（88）、3級：67名（71） 

合計：250名（270） 

コミュニティ英会話主催の 4級は 28名(前回 34)、5級は 22名(前回 16) 

前回第 2回英検より申込者は 20名減少した。減少理由としては、2級合格率が上昇（第 1回 56％

→第 2 回 64％）したこと。また、今年度から受験料が値上がりになったことで、チャレンジ受

験・記念受験が減少したことが考えられる。 

 ・今後の試験日程と英検関連イベントについて報告した。 

  2025年度第 3回英検 

1次試験日：1月 25日（日）於：本館 

2次試験日：3月 1日（日）於：本館 

コミュニティ英会話主催の 4級・5級試験は 1月 24日（土）に本館で実施される。 

1月 15日(木)に実施される「はじめての英検」は 12月 8日(月)時点で申し込み者数が１９名と

なっている。 

 

（１３）企画推進部（事務局） 

 ・10月、11月の定期レッスンの開催報告をした。 

「タイ語基礎クラス」は JTCA Co., Ltdに委託して行い、リアルクラス 14 名、オンラインクラ

ス 11名の方に参加いただいた。 

「タイ舞踊基礎クラス」ITDA日・タイ文化交流センターに委託して行い、6名の方に参加いただ

いた。 

「HIITトレーニング」は JSS Star Platinumに委託して行い、22名の方に参加いただいた。も

ともと 9 月に開催予定であったが、委託先の講師の体調不良により中止となった。講師の体調

回復にともない、再開となった。 

「からだ整えストレッチ体験会」は Wellgo SB Co., Ltd.に委託して行い、24名の方に参加い

ただいた。 

 ・11月 21日(金)にサイアム高島屋と共催で「和菓子セミナー」をサイアム高島屋 VIPルームで開

催し、定員満員の 20名の方に参加いただいた。全国 1万種以上の和菓子を食べ歩いてこられた

高島屋本部和菓子バイヤー畑主税氏による講座や、巖邑堂 5 代目社長内田弘守氏によるパフォ

ーマンスが行われた。 

 ・1月、2月実施予定の定期レッスンについて報告した。1月は別館にてアルティメットファイト、

からだ整えストレッチ、フルーツカービングクラス、マットピラティス体験会を実施する。2月

は別館にてリズムフィットネスやさしく脂肪燃焼、タイ語基礎クラス、本館にてマットピラテ

ィス体験会を実施する。 

 ・今後のイベント「第 5 回日本人会交流会」の開催予定について報告した。タイトル（案）は『仏

教好き集まれ！～油井理事からバンコクでの短期出家経験と、日本とタイにおける仏教の違い

をお話しいただきます～』  

【開催概要】 

日時：2026年 1月 27日(火)19:00~ 
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会場：At Isan（スクムビット 33） 

参加費：1,000～1,500B程 

定員：20名 

対象：日本人会個人会員、賛助会員企業の従業員の方 

告知・申し込み開始：2025年 12月中旬頃 

事務局からも周りのタイ仏教好きの方へお声掛けしており、タイで出家経験のある大使館・赤坂

広報文化部長にもご出席いただける予定となっている。 

（油井理事より） 

  幅広い年代の参加者が集まることを期待したい。ぜひ盛り上げていきたい。 

 ・今後のイベント「もちつき大会」の開催予定について報告した。 

日時：2026年 1月 31日(土)9:30～12:00予定 

会場：日本人会別館館内および Citi Resort敷地内プレイグラウンド 

   PM2.5や衛生上の懸念もある為、昨年同様餅つきは屋内で実施する。屋外は飲食スペース

及び出店のエリアとする。（高島屋様に出店依頼）グラウンド利用料は 4,000B。参加者の

駐車場の利用不可 

参加費：無料(会員限定) 

告知：2026年 1月 8日(木)より告知開始予定 

費用(企画推進部予算)：75,000B（会場養生費 47,000B＋その他経費 28,000B） 

   

（１４）事務局報告 

 ・シリキット王太后陛下弔問の件について報告した。企業・団体向けの弔問は 2 月 2 日より開始

となる。11月 11日に Bureau of the Royal Household（タイ王室庁）へ弔問の登録を済ませて

いる。弔問がいつになるかは Bureau of the Royal Household（タイ王室庁）より弔問日として

指定される 15日前までに通知がくる予定。 

 ・メーコック財団寮完成式出席について報告した。12 月 5 日(金)14 時 30 分からチェンライのメ

ーコック財団にて寮完成式があり、メーコック財団を支援している日本の一般社団法人 MRA ハ

ウスより、完成式へのご招待を受けて村上事務局長と佐藤職員が参列した。メーコック財団は、

チャンライにある孤児施設であり、17 名の小学 1 年生から中学 2 年生までの子どもの面倒を見

ている。2024 年のタイ北部の洪水で、施設の大部分が被害を受け、日本人会チャリティー基金

にて、男子寮の修復費用 15万バーツを支援した。今回は MRAハウスにて女子寮を再建し、日本

人会ほか他団体からの寄付を基に男子寮の修繕が完了した。子どもたちはそれぞれ好きな布団

を用意してもらい、新しいきれいな寮で生活できることとなった。 

 ・年末年始の事務局・図書館・食堂の休日について共有した。 

  事務局・一般図書館（本館・別館）：12月 27日（土）～1月 4日（日） 

別館バンコク子ども図書館：12月 27日（土）～1月 5日（月） 

本館レストラン The Japan：12月 31日（水）～1月 3日（土） 

 

１１．11月度理事会議事録承認 

  →異議なく承認された。 

 

 

１２．理事会出席者（敬称略、順不同） 

島田会長、米増、小田原、日髙、神原、大内、澤田、安江、河村、土田、井上、谷口、油井、石井

各理事、白石、井原各監事、成嶌在タイ日本国大使館領事部長、藤原バンコク日本人学校校長、作

道 JICA所長、森下 JETRO 代表、栗山国際交流基金代表、小谷報道代表、猪股氏、長縄氏、江草氏、

太田氏、事務局（村上・松田陽平・花上） 


